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【手続補正書】
【提出日】平成20年2月8日(2008.2.8)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　虚血性組織の潅流の刺激に適した、調製物の製造のためのXIII因子の使用。
【請求項２】
　新しい血管の増殖による虚血性組織の潅流の刺激に適した、調製物の製造のためのXIII
因子の使用。
【請求項３】
　XIII因子がインビトロまたはインビボで活性化されている、請求項１または２に記載の
XIII因子の使用。
【請求項４】
　注射可能な、請求項１～３のいずれかに記載の調製物の製造のためのXIII因子の使用。
【請求項５】
　心筋梗塞症の治療に適した、請求項１～４のいずれかに記載の調製物の製造のためのXI
II因子の使用。
【請求項６】
　虚血性脳卒中または一時的な虚血性発作の治療に適した、請求項１～４のいずれかに記
載の調製物の製造のためのXIII因子の使用。
【請求項７】
　動脈性もしくは静脈性閉塞疾患または微小循環の閉塞の治療に適した、請求項１～４の
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いずれかに記載の調製物の製造のためのXIII因子の使用。
【請求項８】
　局所適用のための、請求項１～３のいずれかに記載の調製物の製造のためのXIII因子の
使用。
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